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全国地域医療教育協議会 監修：低学年における地域医療実習－地域医療体験のポイント－. 改訂コアカリ準拠

地域医療学入門　改訂第２版 :  2024.
全国地域医療教育協議会 監修：臨床実習における地域医療実習－学習のポイントと教育体制について－. 改訂コ

アカリ準拠 地域医療学入門　改訂第２版 :  2024.

浜田久之 編著 ／ 蘆野吉和 編著：在宅医療は医学教育のテキストブックだ！. 研修医と指導医のための在宅医療

マニュアル :  2024.
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学会発表数

社会活動

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

特 許

永田康浩・教授 医療費あり方検討部会委員 長崎県保健医療対策協議会

0 0 0 0 0 9

A-a A-b B-a B-b
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

永田康浩・教授 卒後臨床研修管理委員会 長崎みなとメディカルセンター

川㞍真也・准教授 評議委員 日本リウマチ学会

永田康浩・教授 長崎市地域包括ケア推進協議会委員 長崎市

永田康浩・教授 九州厚生局地域共生社会推進会議委員 九州厚生局

永田康浩・教授 医道審議会専門委員 厚生労働省

永田康浩・教授
長崎県地域包括ケアシステム推進協議会委
員

長崎県

永田康浩・教授 高大連携委員 長崎県教育委員会

川㞍真也・准教授 評議委員 九州リウマチ学会

永田康浩・教授 長崎県地域包括ケア構築支援部会委員 長崎県

永田康浩・教授
長崎市地域包括支援センター運営協議会委
員

長崎市

川㞍真也・准教授 関節超音波標準化小委員会委員 日本リウマチ学会

川㞍真也・准教授 キヤノン株式会社 OSCE演習用模擬患者アバターに関する共同研究

川㞍真也・准教授 システック井上株式会社
患者外観のカメラ映像から取得する脈波信号とリウマチ
性疾患の病態の関連を調査する共同研究

永田康浩・教授
国立研究開発法人科学技術振興
機構

代表

戦略的な研究開発の推進 戦略的創造研究推進
事業 RISTEX(社会技術研究開発)「離島の発達
障害児医療におけるアバターロボットの活用
支援体制の構築」

川㞍真也・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「Mixed
Realityと人工知能で実現する関節リウマチ遠
隔医療システムの構築」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担 研　究　題　目

永田康浩・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「医療・介
護連結ビッグデータによるポリファーマシー
と介護リスクの関連分析」

二里哲朗・助教 長崎医学同窓会 代表 令和6年度長崎医学同窓会医学研究助成金

川㞍真也・准教授 一般財団法人輔仁会 代表
令和6年度若手教育研究者のための助成金「生
成AIを利用した模擬患者アバターによる医療
面接・問診の演習・評価システムの開発」

川㞍真也・准教授 一般社団法人日本リウマチ学会 代表
多角的評価を駆使したRA進展予測アルゴリズ
ムの構築とRA発症メカニズムの解明

氏名・職 特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号

川㞍真也・准教授 遠隔医療システム 2021年8月27日 出願中 特願2021-138779
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その他
 非常勤講師

 新聞等に掲載された活動

永田康浩・教授 非常勤講師（地域の創造） 長崎純心大学

永田康浩・教授 非常勤講師（地域・総合診療・症候） 鹿児島大学大学

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

永田康浩・教授 非常勤講師（人体の構造と機能及び疾病I） 長崎純心大学

医学生の問診練習の相手に
「生成ＡＩ」使った「疑似患
者アバター」 共同研究を始め
た

川㞍真也・講師
非常勤講師（人体の構造と機能及び疾患
Ⅱ）

長崎純心大学

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連

川㞍真也・講師
長崎大と民間企業共同研究
生成ＡＩ活用し模擬患者 医
師の能力向上支援目指す

長崎新聞社 2024年2月29日

医学生の問診練習の相手に
「生成ＡＩ」使った「疑似患
者アバター」 共同研究を始め
た

川㞍真也・講師
生成AI活用し患者の問診練習
長崎大とIT企業が共同開発へ

NHK 2024年2月29日

医学生の問診練習の相手に
「生成ＡＩ」使った「疑似患
者アバター」 共同研究を始め
た

川㞍真也・講師
生成AIを活用 模擬患者アバ
ターで医学生の実践力育成へ

KTNテレビ長崎 2024年2月29日

医学生の問診練習の相手に
「生成ＡＩ」使った「疑似患
者アバター」 共同研究を始め
た

川㞍真也・講師

医学生向け「AIアバター」開
発へ 長崎大学など 患者との
コミュニケーション能力向上
目指す

NIB長崎国際テレビ 2024年2月29日

医学生の問診練習の相手に
「生成ＡＩ」使った「疑似患
者アバター」 共同研究を始め
た

川㞍真也・講師

医学生の問診練習の相手に
「生成ＡＩ」使った「疑似患
者アバター」 長崎大学らが
共同研究始める

NCC長崎文化放送 2024年2月29日

医学生の問診練習の相手に
「生成ＡＩ」使った「疑似患
者アバター」 共同研究を始め
た

川㞍真也・講師

問診で患者アバター「痰と咳
が続いているので病院に来ま
した」生成AIが聴診器の音も
再現 長崎大学などが共同研
究開始

NBC長崎放送 2024年2月29日
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